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序　　文

通潤橋は、わが国における最大級の石造アーチ水路橋として昭和35年（1960）に重要文化財

に指定されました。本町を代表する文化財として長年にわたり地域の皆さまをはじめ、町内外

の多くの方々に親しまれ、教育や観光などに活用されています。

また、平成28年４月の熊本地震、平成30年５月の大雨という未曽有の災害により被災しまし

たが、関係各位の御支援、御尽力により復旧を果たし、令和２年７月から豪快な放水を再開し

建造後169年を経た現在も変わらぬ雄姿をみせています。

この度、本町では令和３年度から４年度にかけて、通潤橋の総合調査を実施しました。通潤

橋は、大規模な石積みの土木構造物であり、かつ白糸台地を潤し続ける水利システムの根幹を

なす農業土木施設という二側面を有しています。また、通潤橋建造を実現しえた江戸後期の公

共的な地域運営を象徴するものとしても著名で、その歴史にも多くの関心が寄せられていま

す。本書では、これら諸分野の先生方にも玉稿を賜り、通潤橋の価値や特徴を学際的に検討し

てきました。

本報告書が町民の皆さまをはじめ文化財に携わる方々、各種分野の研究者の方々などにご活

用いただける資料となりましたら幸いです。

最後になりましたが、調査及び報告書作成に多大なるご協力を賜りました専門家の先生方を

はじめ、長年に亘り通潤橋の保存・活用に心魂を注いでこられた地域の皆さま方、関係各位に

心より御礼を申し上げます。

� 山都町長　梅 田 　 穰
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例　　言

１．本書は、令和３年度から令和４年度にかけて実施した熊本県上益城郡山都町城原・長原に所在する国指定重要
文化財「通潤橋」を対象とした調査報告書である。
２．調査ならびに報告書作成業務は、山都町教育委員会が実施した。
３．本書の執筆は、以下の通り分担して行った。
第１章、第２章、第４章、第７章第２節～第４節：大津山　恭子
第３章、第７章第１節：西　慶喜
第５章第１節：山尾敏孝氏、第２節：北垣聰一郎氏、第３節：島武男氏・広瀬伸氏、第４節：今村直樹氏
第６章：西　慶喜・大津山　恭子
４．本書の編集作業は山都町教育委員会生涯学習課
で行い、大津山、西が担当し、松永伊吹が補助し
た。
５．通潤橋の測量図は、平成22年度（2010年度）に
㈱パスコに委託したほか、令和４年度（2022年度）
に㈱四航コンサルタントに追加測量を委託し作成
した。
６．「御試吹上樋」の測量、実測業務は、㈱埋蔵文
化財サポートシステムに委託した。
７．「御小屋」の測量、各種調査、復原考察業務は、
（公社）熊本県建築士会に委託した。
８．本書で使用した地形図は、本町が所有する�
1：5,000、1：2,500の地図を基に作成している。
９．調査に係る測量原図、実測図、写真等は、すべ
て山都町教育委員会にて保管している。

凡　　例

１．本書で使用している方位角は、座標軸を基準とした真北を指しており、座標値は、世界測地系第Ⅱ系による。
２．測量図・実測図の縮尺は、各頁に明記した。
３．五老ヶ滝川の表記は、政令に記される「五老滝川」に統一した。
４．本文中の間・尺は、１間＝1.81ｍ、１尺＝0.303ｍ＝10寸として換算した。なお、第５章はこの限りではない。
５．史料編の翻刻にあたっては、以下の通り取り扱った。
　・翻刻文は基本的に原史料の体裁の通りとしたが、編集の都合により一部変更した箇所もある。
　・地名・人名等の固有名詞を除き、常用漢字に改めた。
　・変体仮名は平仮名に改めたが、「江（え）」「者（は）」「茂（も）」「而（て）」「之（の）」はそのまま使用した。
　・「 」は「締」に改めたほか、合字の「ゟ」は「より」、「ヿ」は「コト」、「 」は「トモ」に改めた。
　・�欠損・虫損により判読不明箇所は［　］や□であらわした。また、抹消や見消で判読ができないものも□を用
いた。

　・翻刻文には、適宜、読点（、）と並列点（・）を付した。
　・�傍注は翻刻者が必要に応じ「（　）」を付け加えた。また誤字・脱字等と思われる場合は「（　カ）」と注記した。
誤字・脱字等の疑いがあるがそのままにした場合は、「（ママ）」とあらわした。

　・印判があるものは、「㊞」や「印」と表記した。
　・�史料の翻刻は大津山が担当し、校正の一部は西田光子氏にご協力を賜った。難読文字の解読については、宮川
聖子氏（熊本県立美術館）にもご教示をいただいた。あつく御礼を申し上げる。

図　熊本県内における山都町と通潤橋の位置
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巻頭写真１　明治 7年（1874）頃の通潤橋
巻頭写真２　通潤橋　全景
巻頭写真３　通潤橋（放水）
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第１章　調査の概要

第１節　調査に至る経緯
通潤橋は、昭和35年（1960）、重要文化財に指定されている。石造アーチ橋の重要文化財指定の嚆矢は、

長崎県諫早市の眼鏡橋（昭和33年（1958）指定）であり、通潤橋はこれに続くもので長崎市の眼鏡橋と
同時であった。最大級のアーチ径を誇る水路橋として、橋の中央部からの「放水」機能を有するという
稀な構造をもつ通潤橋は、建造以来広く知られる存在で、文化財としても早くから評価を得ている。
また、通潤橋は棚田を潤す現役の灌漑用水「通潤用水」の要となる施設で、地域の生業に欠かせない

存在として現在も利用され続けている。受益地域の白糸台地では、用水利用により培われた水利慣行や
営農が、今日の景観の基盤として継承されていることから、平成20年（2008）から22年（2010）にかけ
て「通潤用水と白糸台地の棚田景観」として重要文化的景観に選定され、橋のみに留まらずその評価は
広がりつつある。そうした中、平成28年（2016）４月の熊本地震、平成30年（2018）５月の大雨という
相次ぐ災害に見舞われ、約４年間に亘る通潤橋保存修理工事（災害復旧）を余儀なくされた。しかし、
本工事中には、石垣の内部構造の一端が明らかになるなどの新たな発見も確認されている。
通潤橋は、比較的初期の文化財指定であったため、調査報告書が未刊行である。指定以後、複数回の

保存修理工事での発見や多くの関連資料の存在も確認され、近年では諸分野での研究も進み、より詳細
な文化財的価値が明らかになっている。こうした経緯を踏まえ、かつ諸分野の専門家よりご指導をいた
だき、今回改めて本報告書を作成するに至った。
なお、今日の通潤橋の調査研究には、橋とともに資料を大切に継承されてこられた地域の方々や研究

者、郷土史家の皆様の成果なしにはあり得ない。改めて敬意を表する。

第２節　調査体制
本調査は、山都町教育委員会が主体となり、主に令和３年度・４年度の２ヶ年に亘り実施した。調査

の体制は、以下の通りである。

【事務局】
教育長　　　　井手　文雄
生涯学習課長　上田　　浩
生涯学習係長　飯星　俊文（令和４年３月まで）
　　　　　　　浜田　聡史（令和４年４月から）
主任学芸員　　西　　慶喜
学芸員　　　　大津山恭子

【論考寄稿】（第５章論考掲載順）
熊本大学名誉教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山尾　敏孝　氏
石川県金沢城調査研究所名誉所長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北垣聰一郎　氏
国立研究法人農業・食品産業総合研究機構九州沖縄農業研究センター上席研究員　島　　武男　氏
公益社団法人農業農村工学会水土文化研究部会　　　　　　　　　　　　　　　　広瀬　　伸　氏
熊本大学永青文庫研究センター准教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今村　直樹　氏
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【御小屋調査】
公益社団法人熊本県建築士会
熊本大学大学院自然科学研究科教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊東　龍一　氏
熊本県立大学環境共生学部教授　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北原　昭男　氏

【調査協力・指導助言】
荒木　大人、江﨑　信貴、大浪　和弥、甲斐　一、神川　めぐみ、北河　大次郎、木山　貴満、
朽津　信明、倉田　法子、木庭　真由子、坂口　圭太郎、篠原　修、竹原　明理、田中　尚人、
西田　光子、橋本　孝、林　千寿、原田　悦稔、本田　陽一、前川　佳文、前田　晃希、三澤　純、
宮川　聖子、宮原　江梨、山内　淳司、山川　満清、吉村　豊雄、渡邉　一德
�文化庁、独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所、熊本県教育庁教育総務局文化課、熊本県立
美術館、熊本県立図書館、熊本市立熊本博物館、八代市立博物館、八代市経済文化交流部文化振興課、
宇城市教育委員会、美里町教育委員会、御船町教育委員会、長崎市文化観光部文化財課、公益財団法
人文化財建造物保存技術協会、公益財団法人永青文庫、熊本大学永青文庫研究センター、熊本大学附
属図書館、長崎大学附属図書館、通潤地区土地改良区、株式会社四航コンサルタント、株式会社埋蔵
文化財サポートシステム
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